
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2026年度　定例活動報告書
 実施日時： （日） 9:00～12:00

天候： 曇り
報告者：　 上田・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 活動体験参加の方々への当園及び当NPO等の説明 ２名

活動体験開始前に、当園及び

当NPOの説明を行ないました。

そして、活動体験終了後に

質問タイムを設け、生態系等に

ついての質疑応答を行い

ました。

2 ノジトラノオエリアの除草準備 ８名

来月からノジトラノオエリアの除草が始まります。観察路の竹柵を撤去し、 他7名

希少種を保存するための囲いを囲い直しました。

また、機械では刈れない木や柵の周囲のササなどを手刈りし、落枝を

拾い草地外へ移動しました。

　 活動体験会に参加した中学生やその保護者の皆様（7名）が加わって、

作業がはかどりました。

3 掩体壕エリアの除草 ８名

 

刈払機を使用して掩体壕

エリアの除草を行いました。

刈取り草集めは活動体験参加  

の方々も一緒に行いました。  

4 チョウのモニタリング調査 ４名

気温20℃、今にも雨が降り始めそうな曇り空の下で、2種8頭を確認しました。 他7名

確認できる種数は減りましたが、調査を継続することで何がいつごろまで見られたかがわかります。

ルートの後半は体験参加者と一緒に調査しました。

 

5 当園名の看板作り ３名

次回の定例活動日のワタラエツリフネソウ草地

への看板設置に向け、最終調整を

行ないました。

  

 

参加者　　３２名　　（　会員　２１名　　活動体験参加者　１１名　）

10月25日

本日は、秋の「里山の保全活動体験会」の第１日目。天候が心配でしたが、昨晩よりの雨も止み、無事に開催す
ることができました。過去最高の11名の方々が活動体験に参加くださいました。
会員の参加者21名と併せ総勢32名で、①活動体験参加の方々への当園及び当NPO等の説明、②ノジトラノオ
エリアの除草準備、③掩体壕エリアの除草、④チョウのモニタリング調査、⑤当園名の看板作り、⑥きのこ観察会
の観察場所の片付け、⑦７自然観察、等々の活動を行いました。

ヤマトシジミ 6

キタキチョウ 2

合計 8



項番 作業内容 従事

人数

6 きのこ観察会の観察場所の片付け ３名

きのこ観察会で観察場所を示すため
に張っていたテープを外しました。

7 自然観察

カラスウリ ノダケ ニッポンマイマイ


